
 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きらりん通信 倉敷市立倉敷支援学校 

令和４年１１月１日  第６号 

 

小学部５年生 校内宿泊学習 

１０月６日（木）～１０月７日（金）に校内宿泊学習を行いました。１日目の午後には、池田

動物園に行き、いろいろな動物を見ました。周る際には、グループに分かれて、自分の役割を果

たしました。子どもたちは初めての宿泊学習でしたが、自分で身体を洗ったり、布団を運んだり

して、自分の力でそれぞれの活動を頑張りました。最後には頑張ったご褒美のメダルをもらって、

充実感いっぱいの校内宿泊学習になりました。 

小学部４年生 校内宿泊学習 

１０月１３日（木）～１４日（金）に校内宿泊学習を行いました。自分が寝る部屋に布団を運

んだり、お風呂では頑張って身体や頭を洗ったりと、みんな張り切って活動しました。夜はぐっ

すりと眠ることができました。初めての宿泊にドキドキしたり、期待感いっぱいでワクワクした

りといろいろな姿が見られましたが、帰るときには笑顔がいっぱいで、楽しい宿泊学習となりま

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 一歩一歩 ～ 

母は２０代の時に膝の病気を患い、左ひざが曲がらなくなりました。その不自由な体で 

一つ上の姉と私の二人を産みました。７０歳をとうに過ぎている母ですが、４０歳の頃に運転

免許証を取得し、今の時代には当たり前の市販のＡＴ車を運転し生活しています。患ったのが

左足であったのが、不幸中の幸いでした。 

 私は、小学生の頃、運動は好きでしたが、太り気味で（今も中年太りです）短距離走が苦手

でした。小学校６年生の時に、水泳の特別練習に取り組みました。当時の私の担任が、熱心に

毎日水泳指導をしてくださり、市や県の大会には出場できませんでしたが、地区の水泳大会に

は平泳ぎで参加することができました。当時、私のクラスでは、学級通信で順番に保護者が記

事を投稿するようになっており、母は「瀬戸内を 泳いで 渡れるように なれるかな」と書

きました。今でもよく覚えています。いまだに瀬戸内海を泳いで渡ることは出来ませんが、フ

ェリーや車、電車でも瀬戸内を渡ることができました。そうそう、３０歳の時には、仲間たち

と自転車で尾道から今治まで瀬戸内を渡ったことがありました。 

 中学生になると大好きな野球部に入部しました。小６の時の水泳特別練習の成果からか、短

距離走と中距離走は、体育会が楽しみになるくらいに自信がもてるようになりました。最後ま

で野球部のレギュラーにはなれませんでしたが、水泳と野球を通して私の体はスマートになり、

体力もつきました。水泳、野球の先生は私の尊敬する恩師です。 

 ３０代の後半にマラソンを始めました。各地のマラソン大会に出場すると、その土地の人々

が沿道で手を振ってくれるだけでなく、様々な応援をしてくださります。これが、癒されます。

人との出会い触れ合いは、エントリーの代金を払ってでも、走る価値があります。ふと、「足を

患った母の分まで私が走っているのではないか」と思うことがあります。 

 ４０歳で子どもが生まれました。車で一瞬にして通過していたのでは、見ること気付くこと

のできない風景をゆっくり、じっくり、しっかりと見て欲しい。そんな思いから「歩」の文字

を名前に込めました。娘には、便利な世の中で、不便を楽しんでほしいです。 

 

                      小学部 ６年Ａ組担任 田中 啓吾 

 

 

中学部２年生 校外宿泊学習 

 １０月１３日（木）～１４日（金）に２年生が岡山・総社・倉敷方面へ校外宿泊学

習へ行ってきました。３年ぶりの宿泊学習ということで、緊張もしたようですが、さ

わやかな秋晴れのもと、芸術作品の鑑賞や、事業所の見学、IC カードを使っての電車

やバスの乗車、買い物と、充実した時間を過ごすことができました。 

 


